




The Sixties Generation Now in The U.S.






























の立場としては,「初期S D Sメンバーから」のもので，初期のS D Sの公民権運動への参
加は「英雄的な個人的コミットメント」であったが，1965年以降のS D Sは「派閥争い」
とニヒリズムが入り交じったものであったと後期S D Sを批判する立場である5)。同様に，
初期S D Sの運動のめざしたものは今も継続されており，後期S D Sの持った「革命主義」





























「学生非暴力調整委員会」(S N C C）のような組織の創設の必要を思い，公民権運動の仲


















　その時期は，南部のS N C Cで献身的な支援活動をするサンドラ・ケイソン（ケーシー）
との出会いの時期でもあり，ケーシーと共に活動することの喜びも大きな時期であった。







の共闘体制が困難になる状況で，S N C CとS D Sはそれぞれの基本路線を変化していった。
この時期のヘイドンは，経済研究と実行計画（The　Economic　Research　and　Action
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